
令和3年度 高専高度化推進経費・学校改善事業 （テーマ：c 教職員の能力向上に向けた取組）
New Normal における「教育改善のための８つのアクション」(WE at NITTC） 徳山工業高等専門学校

いつでも、どこでも、確かなセキュリティーに保証されたDXによる教職員の業務改善は、遅々として進まず、テレワークの安全な実
施や事務処理の効率化が急務となっている。その背景には、残念ながら教職員のICTリテラシーの低さ、学校全体の有効な教育力向上
システムの欠如などが考えられる。すなわち、体型的にFD/SD活動は実施されているものの、本当に有効な教職員の能力向上のための

システムが体系的に構築されておらず、昔ながらの教育や事務処理に固執しているのが現状である。

現 状

●実施概要

New Normal における教職員の能力向上に向けた取組として、管理職クラスの取組、教育現場における取組、外部コミュニケーション
の３つの視点から、８つのプログラムからなる「New NormalにおけるFD/SDプログラム」（WE at NITTC）を構築し、学習者が主体と
なる、業務改善システムを構築する。

目 的

●取組内容と実施体制の説明

「We at NITTC」プログラムでは、主役であるべき学生が主体となって, ３つの視点から、８つのプログラムからなる教育改善シ
ステムを構築することを目指しており、学校全体の教育力アセスメントと可視化により、効果的な改善策が提示されている場合
には、教育全体に対する満足度の上昇が数値として可視化できる。テーマaと連動して、教育改善が実現できれば100％に近い卒
業生が教育に対して満足するはずである。

成果指標の
考え方

成果指標
（数値目標）

卒業時の教育に対する満足度90％

学習者としての学生が主体となったKOSEN教育改善システムの構築

KOSEN教育の世界標準化・平準化
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